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１．はじめに

子どもの「遊び」は、自然のしくみを知り、生活

の知恵を身につけるための重要な体験である。しか

し、宅地開発等により身近な自然環境が減少してい

る中で、特に都市部においては、子どもの「遊び」

のための空間は非常に少なくなっているのが現状で

ある。このような「遊び」のできる場所として、都

市部では公園が位置づけられる。しかしながら、公

園が必ずしも子どもの「遊び」のニーズを満たして

いるわけではない。子どものニーズを満たすために

は、彼らの求めている公園のイメージを把握するこ

とも重要である。現在、著者らは、福岡県内におい

て住民参加による公園計画・設計を行っている。通

常、公園は1)発案・企画2)調査3)計画・設計4)建設

5)開園6)管理・運営という段階を経て計画されるが、

住民の求める公園や愛着を持ち管理運営までを住民

の手で行っていけるような公園を計画するためには、
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１）の段階から参加することが重要である。本研究

では、公園計画プロセスへの地域住民の参加の１つ

手法として、子どもたちの求める公園の模型を作っ

てもらうことにより、そのイメージの把握を試みた。

２．研究の方法

(1) アンケート調査

　2001年12月、福岡県内のA小学校5年生85人に対

して、アンケート調査を行った。身近な公園につい

て調べてもらい、その公園の、1)好きな所、2)嫌い

な所、3)さらに好きな公園にするにはどうしたらよ

いか、という質問項目に対する回答を求めた。

(2) 模型製作

　2001年12月、福岡県内のA小学校5年生85人、B

小学校6年生34人に、自分の求める公園の1/100模

型を作成してもらった。模型スケールは1/100、敷

地のサイズを20cm×20cmすなわち実寸では20m

×20mの正方形とした。1/100スケールにした理由

は、スケール感が獲得しやすいためである。1/100

スケールを正確に把握してもらうために、作成者本

人のサイズの人形を作成し、公園模型中に配置して

もらった。模型に使用する素材は、身の周りにある

ものを自由に用いてよいこととし、ブリコラージュ

としての模型を期待した。

３．結果と考察

(1) アンケートと模型に出現するイメージの違い

　図-1に、A小学校女子の模型写真を示す。このよ

うに、模型には水辺や樹木といった構成要素が具体

的に表現された。表-1にA小学校でのアンケート調

査と模型から得られた求める公園に出現した構成要

素を示す。アンケート調査の結果では19種類、模

型では25種類の具体的な構成要素が表現された。

アンケートには、例えば、「その公園にしかないも



の」。「芝生で遊べるもの」といった抽象的な記述

がみられた。逆に、模型には、形として構成要素が

表現されるため、抽象的な要素は出現しなかった。

　構成要素の中で、最も出現頻度の高かったのは、

遊具で、アンケート中52人、模型中81人、ついで樹

木で、アンケート中12人、模型中68人、ついで池・

川等の水辺で、アンケート中 25人、模型中41人であ

った。

　　　　　　図 -1　A小学校女子の模型

　表-1　アンケートと模型に出現した構成要素

　これらのことから、子どもの求める公園イメージ

は、アンケートよりも模型上で、より具体的に表現

されていることがわかった。さらに、模型では、模

型中に表現された構成要素のサイズや色を把握する

ことができるため、より具体的なイメージを把握す

ることが可能であった。

(2) 模型における構成要素の分析

　構成要素のうち、自然的な要素についてみてみる

と、樹木に関しては、いずれの学校でも80%以上の

出現率であった。また、水辺空間としては、池、川、

噴水が出現したが、噴水の出現率は低く、自然性の

高い水辺空間を表現している模型が多かった。さら

に、池、川ともに小動物、魚、虫が同時に配置され

ている模型が多く、水辺空間を生物の生息空間とし

て捉えていることがわかった。一方、人工的な要素

では、遊具の出現率が最も高く、ブランコ、滑り台、

砂場の出現率が高かった。また、オリジナルのアイ

デアによる遊具が表現されている例や、なにも作ら

ず自由に遊べる空間を表現した模型もあった。

(3) 数量化３類による分析

　第１軸を利便性、第2軸を自然・人工の対比、第

3軸を休息・レクリエーションと動的な行動の対比

を示す軸として解釈した結果、1)多様な機能を求め

ている公園イメージ、2)人工的な要素を取り入れた

休息のできる公園イメージ、3)自然性の豊かな公園

イメージ、4)商業施設等があり利用者が快適に過ご

せる公園イメージに分類することができた。

４．おわりに

子どもの求める公園イメージの把握には、アン

ケートよりも模型作成による方が、より多様で具体

的なイメージを捉えることができるため、有効な手

段であると考えられた。最近の調査では、都市化や

少子化の影響で子どもたちの遊び空間、遊び時間は

減少し、遊び場所も外遊びから内遊びに変わってき

ている1)。豊かな「遊び」が可能な公園を計画する

ためには、子どものニーズをできる限り把握するこ

とが必要であり、今後、さらなる調査解析を行うこ

とにより、子どもや地域住民の求める公園イメージ

を明らかにしていく必要がある。
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種類数 模　型 アンケート

1 樹木 　樹木

2 ベンチ ベンチ

3 遊具 　遊具

4 トイレ トイレ

5 休憩所 休憩所

6 ゴミ箱 ゴミ箱

7 水飲み場 　水飲み場

8 自動販売機 　自動販売機

9 お店 お店

10 　池・川 　池・川

11 広場 　広場

12 小動物 　小動物

13 噴水 　噴水

14 　時計 時計

15 多目的グランド 多目的グランド

16 プール プール

17 ゲート サッカーゴール

18 橋 公衆電話

19 柵 家

20 交番

21 展望台 　

22 花壇 　

23 イベント館 　

24 お城

25 サッカーコート 　

合　計 25種類 19種類


